
北広島市議会 建設文教常任委員会 行政視察研修 報告書 

                        阿 部  勝 義 

令和 6 年 11 月 11 日(月)  

14 時～16 時  福岡県大野城市「休日の中学校部活動の地域移行について」視察 

説明担当者 市教育委員会スポーツ課 中原 英貴課長様 

      市教育部教育振興課 岡本 昇一係長様 

 

大野城市では令和 5 年度より部活動の地域移行について取り組まれており、アンケート 

調査結果及び関係団体との協議等をもとに「部活動の地域移行に関する方針」を策定。 

実施主体は市教育委員会とし運営委託を新たに設立した「大野城市地域クラブ活動実行 

委員会」(統括コーディネーター1 名)へ委託し各種スポーツ関係のコーディネーター雇用後 

各中学校へ配置することとしている。(併せてスポーツ協会へも一部再委託する。) 

各中学校へはコーディネーター2 名(現場管理)各クラブに指導員 2 名(主任指導員 1 名・ 

補助指導員 1 名）としている。 

大野城市は市内に 5 校の中学校があり生徒数は約 3,000 名でそのうち 1,700 名が部活動に  

参加している。 

令和 6 年度 9 月 7 日から大野中学校で休日活動している 9 部活が地域クラブ活動へ移行し 

ています。 

来年度からは大野東中学・大利中学の 2 校への試行範囲を拡大していく予定であり、 

令和 8 年度には全 5 校での試行を予定している。 

［運用を開始しての現状］ 

＊専門性を持った地域指導者や各部活顧問の先生など、それぞれの種目で指導者登録をし 

 て頂いた多様な指導者が活躍していますし、子供たちも熱心に練習に励んでいます。 

＊地域クラブ活動として他校との合同練習も行っており子供たちは良い刺激になっている。 

＊子供たちの休日は週休 2 日を徹底しており問題は発生していない。 

＊今後、全 5 校への試行拡大に於いて指導者の確保が大変になってくることが予想される 

 が各種団体等への働きかけにて対応していく。 

＊子供たちの移動は保険加入を条件に自転車での移動を認めており、問題は発生したいま 

せん。 

 

［今回視察させていただいて感じたこと］ 

＊本市でもこれから休日部活動の地域移行を進めるうえでやはり一番の問題となるのは 

 地域指導者の選定ではないかと考えます。中学生は多感な世代でもあり指導者は重要な 

 ファクターです。最新の注意を払い選定を行う必要があると感じました。 

以上 



建設文教常任委員会 福岡県飯塚市 

行政視察報告書 令和６年１１月１３日（水） 

 

参加者 

永井桃、稲田保子、阿部勝義、児玉正輝、 

 大迫彰、小田島雅博、野村幸宏（議員） 

 川又洋火（学校教育課長）、福嶋大（議会事務局主査） 

 

説明者 

飯塚市議会事務局  富山哲明 

 飯塚市議会 議会事務局長 二石記人 

 学校教育課 ICT 推進室 有吉ひとみ 

 〃    金城太郎 

 

 飯塚市 人口 124,429 人 

かつては筑豊炭田の中心都市。 

近畿大学、近畿短期大学、九州工業大学、6,400 人の学生と約 500 人の教職

員が在住。 

学園都市、産業支援機関が立地。 

ベンチャー企業の育成「産・学・官」の連携によるまちづくりを推進。 

グローバル社会人材育成のため小中一貫校の学び推進。2016（H28）米国サ

ニーベル市と姉妹都市協定。市内中学生を中心に国際交流を行っている。 

 

① 外国人児童生徒等への教育支援について 

帰国、外国人児童生徒へ日本語教師を配置。 

日本語指導の必要な児童生徒の在籍校を指導者が巡回。補充学習をしている。 

 

② グローバル教育について 

かしこく、やさしく、たくましい子どもの育成 

本物志向、未来志向の人づくりのために、コミュニケーション、コラボレー

ション、イノベーション能力の育成。 

豊かな心…グローバル教育、家庭学習 

道徳教育、人材教育、キャリア教育、ライフスキル教育 目標を定めている。 

 

③ 産学官連携による環境整備について 

企業や大学と連携して効果的な学習環境。 



ソフトバンク（株）、ダイワボウ情報システム（株）、九州工業大学工学部、

近畿大学 

 

例 

・人型ロボット Pepper を活用した「飯塚プログラミングコンテスト」実施。 

・飯塚鎮西校に３Dプリンター等設置。「STEAM LAB」が整備。 

 

④ 施設一体型校舎の現地視察 

飯塚市立小中一貫校、幸袋校、幸袋児童センター 

地下１階から地上４階までの敷地高低差を活用した校舎。木材を主としたぬ

くもり。 

スペースをたっぷりとってあり陽光も入り、明るい。 

共有スペース 

ふれあいホール、図書室、ランチルーム様々な年齢の子が集まり体験が出来

る。 

 

小中一貫校とは、建物が一つであることが重要だと痛感した。 

北広島市も大学２校、そして BP 構想、今後新たな展開がなされ、 

「産・学・官」の連携の都市づくり。 

次代を担う子ども達には、しっかりした哲学をもって支援していかなければと、

今回の視察で責任を感じた。 

 



                                        

行政視察研修 復命書～建設文教常任委員会 

 

                    自由クラブ  児玉 正輝 

 

標記の内容について行政視察を行ったので報告します。 

 

１．日程    令和６年１１月１１日(月)～１１月１３日(水) 

２．場所    福岡県大野城市、飯塚市、熊本県菊陽町 

３．視察の目的等 

   九州の中心都市である福岡市に近接している大野城市の部活動の地域移行等について、 

福岡県のほぼ中央部に位置しかつては炭鉱都市であった飯塚市のめざす教育、そして半導 

体の製造の先進地である熊本県菊陽町のまちづくりの現状や課題などを調査することを主た 

る目的に視察研修を行った。 

 

４．視察の概要など 

１）福岡県大野城市について(１１月１１日(水) １４：００～１５：２０) 

大野城市は学校教育の一環としてまた学校の働き方改革の理由等から、外部指導者派

遣の仕組みを拡充して専門的な指導や子供たちの多様な部活動のニーズに応える視点

から、部活動の地域移行に関する方針をまとめている。部活動の入部率や満足度はともに

高く、生徒の居場所や絆づくりの場として大いに役立っていると好評とのことである。しかし、

休日及び専門外の部活動指導が教員の負担になっていることや専門的な指導が受けられ

ないなどの課題もあるとのこと。これらを踏まえ、学校教育の一環としての学校部活動の継

続、休日に教員が休める環境、外部指導者派遣の仕組みを拡充し、専門的指導など多様

なニーズに応えたいとのことである。 

 

２）熊本県菊陽町について(１１月１２日(火) １３：５５～１５：３０) 

   菊陽町は県都熊本市に隣接しており、都市化の時代には熊本市のベッドタウンとして人

口が増加して発展してきた町である。北広島市と都市の発展性は類似している。熊本都市

計画区域への編入後は、土地区画整理事業により住宅地や工業団地の造成等を推進し

てきており、人口は４３，３３７人(Ｒ２年国勢調査)である。このような町に今、世界的半導体

企業である台湾積体電路製造(ＴＳＭＣ)が進出し、町が大きく成長し全国的にも注目度が

非常に高い町である。 

世界的企業の進出により、当然のこと大きくまちづくりは変わるが、町は半導体企業の進

出効果を町全体への波及効果を促し、県全体の発展を目指すとしている。定住・交流人口

の増加や雇用の創出、さらなる産業の集積、地域経済の活性化を図るなど固定資産税等

の税収増加を期待して町の発展につなげて行く政策を展開している。今後は、ＴＳＭＣ進

出に伴う期待と不安のバランスを最適化し、産業と生活を両立させていくとしている。急激



な人口増加により、生活基盤の整備等により交通渋滞対策や市街地整備が必要と して

おり、今後も注目を浴び続ける町である。 

 

３）福岡県飯塚市について(１１月１３日(水)９：１５～１０：５０) 

   飯塚市は、福岡県のほぼ中央部に位置している人口約１２．４万人の都市である。かつ

ては、筑豊炭田の中心として日本経済の成長を支えた都市である。飯塚市がめざす教育

の一つにグローバル化に対応した児童生徒の育成を掲げ、小・中学校外国語教育の充実

に向けた取組みを行っている。特に、英語教育に力を入れており、オンライン英会話や外

国語科専科による授業などを行っており、現在、６名の専科教員が１９の小学校で基礎的

な文の構造の学習、基礎的な読み・書きの学習、基礎的な聞く・話す力の育成などを行っ

ているとのこと。さらに、姉妹都市との交流や市内３大学の外国人との交流なども積極的に

進めている。 

  

５．所感など 

次世代半導体の開発製造等は今や国家プロジェクトであり、千歳市の「ラピダス」や熊本県

菊陽町に進出の「ＴＳＭＣ」への注目度は非常に高い。昨年は菊陽町の周辺都市(熊本県大

津町、合志市)を視察したが、今回は本丸である菊陽町であった。町の担当である、都市計画

課まちづくり推進室長等から直接、具体的な話を聴くことができた。 

世界的企業であるＴＳＭＣの進出はまちづくり上様々な課題を提起している。従業員等の

通勤等に伴う交通渋滞対策や住む場所を提供する必要があることから市街化区域の拡大、

新駅整備など、まさに全国的注目を浴び続ける町である。 

懸念事項としては、菊陽町や大津町、合志市などの近隣都市間の交通渋滞対策などの交

通インフラ整備の調整、工業用水としての地下水は豊富であるが今後ＴＳＭＣの第２・３工場

の建設計画による枯渇は心配ないのか、また従業員等の受け皿としての住宅系土地利用を

どのように進めて行くのか。熊本県の空の玄関である熊本空港へのアクセス向上など、公共

インフラ整備が目白押しであり、人口減少社会や経済の衰退等が懸念される大多数の都市

等から見れば、非常に恵まれた街づくりを推進できる町である。 

北広島市においても、近隣都市千歳市に進出している国が大規模プロジェクトと位置付け

ている半導体企業「ラピダス」の建設やそれを包含する北海道バレー構想などがある。今後、

それらを活かしつつ、北広島市のまちづくり・都市づくりを進めて行くにおいては、先を走って

菊陽町のＴＳＭＣ関連を柱にした取組みは大いに参考になるものと考える。 

今後も菊陽町及びその周辺都市のまちづくりに注視していく必要があると考える。 

                                                       以上 


